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天理大学国際参加プロジェクト
菟田野小学校に来校
 2 月 6日

　ネパールの子どもたちと交流活動を行っている「天
理大学国際参加プロジェクト」の 20名の大学生のみ
なさんが菟田野小学校に来校してくれました。
　これは、国際的な舞台で実践していく教育プロジェ
クトで、当日はネパールの子どもたちと日本の子ども
たちが共通して楽しめる活動として、1年生は竹や簡
単な用具を使った楽器の演奏、2年生は絵の具を使っ
た色彩の授業と竹を使った遊具 ( 竹ぽっくり）を使っ
て、事業の紹介をしていただきました。休み時間には
どの学年もドッジボールなど一緒に楽しみ、学生のみ
なさんとの交流をいきいきと楽しむことができました。

「元気な ならっ子 約束運動」
で表彰 3 月 3日

　この運動は主に 3～ 5歳児を対象に、幼児期から親
子で一緒に楽しみながら、子どもの基本的な生活習慣
の定着等を図るもので、あいさつや早寝早起きなどの
約束を守ると「約束ノート」にシールを貼るなど、親
子で一緒に楽しみながら取り組みます。
　今年度は、取り組みが優秀だった園所として、榛原
東幼稚園・菟田野保育所・室生こども園に県教育委員
会から表彰状が送られました。

「耳の日」記念のつどい　開催
 3 月 5日

　文化会館において、県聴覚障害者協会主催による第
31回「耳の日」記念のつどいが開催されました。
　このつどいは、聴覚障害者と多くの県民が相互理解
を深め、福祉の向上を図ることを目的として毎年県内
各地で開催されるもので、今回は市内外から 400名を
超える参加がありました。
　当日は、市長などから手話を交えた挨拶のあと、記
念講演では聴覚に障害がありながら議員活動をされて
いる明石市市議会議員　家根谷敦子さんより「ろう運
動と政治のつながり」をテーマにお話いただきました。
アトラクションとして、「倭太鼓　榛」の太鼓演奏があ
り、参加者全員が風船を胸に抱き力強い和太鼓の響き
を体全体で感じ、舞台や会場全体がひとつになりまし
た。
　参加者からは、「講演に感銘を受けた」「太鼓に感動
した」「市長自ら手話を覚えてくれていた」などの声が
聞かれ、大変有意義なつどいとなりました。

4 年連続受賞の
室生こども園

菟田野保育所 榛原東幼稚園

太鼓の響きを感じる参加者 家根谷敦子さん ( 左）

社会福祉功労者表彰
　今年度、社会福祉功労者として、元榛原地区民生児
童委員協議会長の西村道代さん ( 榛原下井足）が厚生
労働大臣から社会福祉功労者表彰を受けられました。
　西村さんは、平成 7年 12月から榛原地区民生児童
委員として活動され、平成 13 年 12 月から同地区協
議会副会長、平成 19 年 12 月から同地区協議会会長
および宇陀市民生児童委員連合会会長を歴任されまし
た。
　任期内は、各地区会長とも連携し同地区委員との意
思疎通・意見集約にも努めるなど、地域福祉の増進に
寄与されました。
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おはなし会やその他のお知らせは P25

　【図書館に通い、本に接することが認
知症予防につながる！】これは、最近
入った本『認知症予防におすすめ図書
館利用術』の見出しにもなっています。
　この本で紹介されているように、
NHK でも放送されましたが各地で図
書館を利用した認知症予防の動きが広
がっています。「読む」ことにも、もち
ろん効果はありますが、それだけでは
ありません。読みたい本をメモして、
図書館に行って、図書館で探す。これ
がすでに認知症予防になっているので
す。効果はまだまだあります。図書館
まで「行く」こと。例えば歩いたり、
バスに乗ったりと、家から外に出る行
為そのものに予防効果があるのです。
こうしてみるとまだまだお手軽認知症
予防がありそうです。
　読書で脳を育てる「育脳（イクノウ）」
してみませんか？春の風に誘われて図
書館まで散歩するだけでも楽しめます。

ドクター古藤の
　　家庭菜園診療所 
古藤俊二 著 
出版：農山漁村文化協会

病気・害虫退治から、作物・
土の元気回復まで。JA 糸
島園芸センター「アグリ」

の店長兼園芸技術アドバイザー、ドクター・
古藤 ( コトー ) が、野菜作りの疑問や悩み
に答える。『西日本新聞』連載を書籍化。
　　　　　　　　　　　（中央図書館所蔵）

えらいこっちゃのようちえん
 かさい まり文
 ゆーち みえこ絵 
出版 : アリス館　

　幼稚園って「えらいこっ
ちゃ」がいっぱい ! ひとりでバスに乗ったり、
同じ年の子がたくさんいたり、慣れないト
イレを使ったり…。初めて幼稚園に行く子
どものがんばりを描いた絵本。

　　（中央図書館所蔵） 

ふるさとの富士山
「大和富士登山会」開催 2 月 26 日

　漢字の「山」の形をした大和富士（額井岳）において、
大和富士登山会が行われました。
　この登山会は、市観光協会が主催し、地元額井自治会や
東榛原まち協の協力を得て行われるもので、今や多くの
方々が楽しみにされている恒例イベントとなっています。
　当日は、天候にも恵まれ、県内外から約 200 名の親子
などが参加されました。
　一行は、大和富士ホールを出発し、十八神社にて登山安
全祈願を行った後、812.6 ｍの山頂を目指しました。コー
スには、伝・山部赤人の墓の見学もあり、歴史豊かな当地
を楽しまれました。また十八神社では、地元自治会の豚汁
の振る舞いや地元のお米や美榛苑の入浴券が当たる抽選
会・模擬店もあり、参加者は登山を満喫されました。

日本一早い還暦野球大会
 3 月 5 日

　総合グラウンドにおいて、「第 4 回大和富士杯還暦野球大会」
が行われました。
　市では日本で初めて社団法人化による還暦野球の全国組織

「一般社団法人日本生涯還暦野球協会」を発足させ、日本一早
い開催の還暦野球大会に県内外
から、8 チーム約 120 名が参加
されました。今回の優勝チーム
は「第 2 回おじいちゃんの甲子
園」への選抜大会出場権を得る
ことができ、みなさん白熱した
試合を繰り広げました。地元参
加の ｢宇陀ウェルネス｣ チーム
は残念ながら敗退となりました。

【大会結果】

優勝
・オール泉北野球倶

楽部 ( 大阪）

・海南クラシックス
( 和歌山）
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